
 
 
 

 
 
腹部救急疾患は⾃分達外科医が対応する事の多い腹膜炎や動脈瘤破裂に始まり、 
婦⼈科の卵巣茎捻転や泌尿器科の腎膿瘍や膀胱破裂 等、多岐に渡ります。 
その中で早い段階からの⾎圧を含めた循環動態の安定を図ることは最優先であり、 
今回、司会を担当したセッションでは救急医療の重要課題でもある医療従事者間の 
チームワークの重要性、現場での積極的なコミュニーケーションの重要性を再認識 
させて頂きました。 
当院ではこれまでも職員間の意思疎通に勤めて参りましたが、引き続き努めて参り 
ます。 



 
  
 
 
 
 
  
 


